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(57)【要約】
【課題】　透過表示領域と反射表示領域で構成される画
素を有する液晶表示パネルにおいて、透過表示領域の透
過率または反射表示領域の反射率を高くして開口率を高
くする。
【解決手段】　走査信号線の延在方向および映像信号線
の延在方向に沿って二次元的に配置された複数個の画素
で構成される表示領域を有する液晶表示装置であって、
前記表示領域は、透過表示領域のみを有する第１の画素
を前記走査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第
１の画素列と、反射表示領域および前記透過表示領域を
有する第２の画素を前記走査信号線の延在方向に複数個
並べて配置した第２の画素列とが、前記映像信号線の延
在方向に交互に配置されている液晶表示装置。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルを有し、前記液晶表示パネルは、
走査信号線の延在方向および映像信号線の延在方向に沿って二次元的に配置された複数個
の画素で構成される表示領域を有する液晶表示装置であって、
　前記液晶表示パネルの前記表示領域は、観察者からみて前記液晶表示パネルよりも後方
から前記液晶表示パネルに入射した光を透過して前記観察者側に出射する透過表示領域の
みを有する第１の画素を、前記走査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第１の画素
列と、
　前記観察者からみて前記液晶表示パネルよりも前方から前記液晶表示パネルに入射した
光を反射して前記観察者側に出射する反射表示領域および前記透過表示領域を有する第２
の画素を、前記走査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第２の画素列とが、
　前記映像信号線の延在方向に交互に配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２の画素は、前記反射表示領域と前記透過表示領域とが、前記映像信号線の延在
方向に並べて配置されていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の画素の前記映像信号線の延在方向の寸法は、前記第１の画素の前記映像信号
線の延在方向の寸法よりも大きいことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の液晶
表示装置。
【請求項４】
　前記第１の画素の前記透過表示領域の面積は、前記第２の画素の前記透過表示領域の面
積とほぼ等しいことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記第２の画素の前記映像信号線の延在方向の寸法は、前記第１の画素の前記映像信号
線の延在方向の寸法と等しいことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の液晶表示
装置。
【請求項６】
　前記第１の画素の前記透過表示領域の面積は、前記第２の画素の前記透過表示領域と異
なることを特徴とする請求項１または請求項２もしくは請求項５のいずれか１項に記載の
液晶表示装置。
【請求項７】
　前記反射表示領域の前記液晶材料の厚さは、前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよ
りも薄いことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記液晶表示パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記
映像信号線と、前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極とを有し
、
　前記画素電極は、平面でみて前記走査信号線と重なる領域を有し、
　前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の
面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記
領域の面積とが異なることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶表示パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記
映像信号線と、前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極と、前記
走査信号線と並行して配置された保持容量線とを有し、
　前記画素電極は、平面でみて前記保持容量線と重なる領域を有し、
　前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重なる前記領域の
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面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重なる前記
領域の面積とが異なることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶表示パネルの各画素の前記画素電極は、あらかじめ定められたフレーム数毎に
、共通電極の電位に対して正極性の信号と負極性の信号とが交互に印加され、
　１つのフレームにおいて、隣接する２つの画素列の各画素の前記画素電極には、前記共
通電極の電位に対する極性が同じ極性の信号が印加され、
　かつ、ある２つの画素列の各画素の前記画素電極に印加される信号の前記共通電極の電
位に対する極性は、前記ある２つの画素列に隣接する他の２つの画素列の各画素の前記画
素電極に印加される信号の前記共通電極の電位に対する極性とは反対の極性であることを
特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルを有し、前記液晶表示パネルは、
走査信号線の延在方向および映像信号線の延在方向に沿って二次元的に配置された複数個
の画素で構成される表示領域を有する液晶表示装置であって、
　前記液晶表示パネルの前記表示領域は、透過表示領域のみを有する第１の画素と、反射
表示領域および透過表示領域を有する第２の画素とを前記走査信号線の延在方向に交互に
並べて配置した画素列が、前記映像信号線の延在方向に複数列配置されていることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記液晶表示パネルの前記表示領域の、前記映像信号線の延在方向に並んだ複数個の画
素は、前記第１の画素のみ、または前記第２の画素のみが並んで配置されていることを特
徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記液晶表示パネルの前記表示領域の、前記映像信号線の延在方向に並んだ複数個の画
素は、前記第１の画素と前記第２の画素とが交互に並べて配置されていることを特徴とす
る請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第２の画素は、前記反射表示領域と前記透過表示領域とが、前記映像信号線の延在
方向に並べて配置されていることを特徴とする請求項１１乃至請求項１３のいずれか１項
に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記反射表示領域の前記液晶材料の厚さは、前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよ
りも薄いことを特徴とする請求項１１乃至請求項１４のいずれか１項に記載の液晶表示装
置。
【請求項１６】
　前記液晶表示パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記
映像信号線と、前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極とを有し
、
　前記画素電極は、平面でみて前記走査信号線と重なる領域を有し、
　前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の
面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記
領域の面積とが異なることを特徴とする請求項１１乃至請求項１５のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記液晶表示パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記
映像信号線と、前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極と、前記
走査信号線と並行して配置された保持容量線とを有し、
　前記画素電極は、平面でみて前記保持容量線と重なる領域を有し、
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　前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重なる前記領域の
面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重なる前記
領域の面積とが異なることを特徴とする請求項１１乃至請求項１５のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、半透過型の液晶表示装置に適用して有効な技術
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、映像や画像を表示する表示装置には、一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶
表示パネルを有する液晶表示装置がある。前記液晶表示パネルは、前記一対の基板の間に
封入された液晶材料に印加する電界の大きさによって液晶分子の配向を変化させ、液晶材
料を通過する光の旋光状態や位相差を変化させて観察者側に出射される光の輝度、すなわ
ち明暗を制御する光学素子である。また、前記液晶表示パネルは、光を観察者側に出射さ
せる方法の観点から、透過型、反射型、半透過型の３種類に大別することができる。
【０００３】
　前記透過型の液晶表示パネルは、観察者からみて前記液晶表示パネルの後方から前記液
晶表示パネルに入射した光を透過して観察者側に出射する表示パネルであり、たとえば、
テレビなどの屋内で用いる液晶表示装置の表示パネルに適している。
【０００４】
　前記反射型の液晶表示パネルは、観察者からみて前記液晶表示パネルの前方から前記液
晶表示パネルに入射した光を反射させて観察者側に出射する表示パネルであり、たとえば
、店頭のディスプレイなどの屋外で用いる液晶表示装置の表示パネルに適している。
【０００５】
　前記半透過型の液晶表示パネルは、観察者からみて前記液晶表示パネルの後方から前記
液晶表示パネルに入射した光を透過して観察者側に出射する透過表示領域と、観察者から
みて前記液晶表示パネルよりも前方から前記液晶表示パネルに入射した光を反射して観察
者側に出射する反射表示領域を有する表示パネルであり、たとえば、携帯電話端末やＰＤ
Ａ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）などの屋内および屋外の
両方で用いられる液晶表示装置の表示パネルに適している。
【０００６】
　また、前記半透過型の液晶表示パネルは、表示される映像や画像の１画素（１ドット）
が前記透過表示領域と前記反射表示領域とで構成された表示パネルであり、一般には、液
晶表示パネルの表示領域内のすべての画素が前記透過表示領域と前記反射表示領域とで構
成されている。
【０００７】
　また、近年の液晶表示装置には、たとえば、液晶表示パネルの表示領域を２つにわけ、
一方の表示領域を半透過型または反射型の表示領域にし、他方の表示領域を透過型の表示
領域にした表示装置なども提案されている（たとえば、特許文献１を参照。）。
【特許文献１】特開２００２－５５３３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　携帯電話端末などのディスプレイに用いられる前記半透過型の液晶表示パネルは、一般
に、液晶表示パネルの表示領域内のすべての画素が前記透過表示領域と前記反射表示領域
とで構成されている。また、近年では、カラー表示に対応した半透過型の液晶表示パネル
が多く用いられており、たとえば、ＲＧＢ方式のカラー液晶表示パネルの場合、１画素（
１ドット）は、Ｒ（赤色）を表示するサブ画素、Ｇ（緑色）を表示するサブ画素、および
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Ｂ（青色）を表示するサブ画素から構成される。このような、半透過型カラー液晶表示パ
ネルの場合、表示領域の画素は、たとえば、図２０および図２１に示したような構成にな
っている。なお、図２０は、従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおける表示領域の角
部周辺の画素の構成を示す模式平面図である。また、図２１は、図２０のＦ－Ｆ’線にお
ける模式断面図である。
【０００９】
　従来の半透過型カラー液晶表示パネルを表示面側からみた場合、たとえば、図２０に示
すように、ｘ方向の寸法がＬＸ、ｙ方向の寸法がＬＹの四角形の画素が、ｘ方向およびｙ
方向に２次元的に配置されている。このとき、１つの画素領域には、たとえば、Ｒ（赤色
）を表示するサブ画素の透過表示領域ＷＴと反射表示領域ＷＲ、Ｇ（緑色）を表示するサ
ブ画素の透過表示領域ＷＴと反射表示領域ＷＲ、およびＢ（青色）を表示するサブ画素の
透過表示領域ＷＴと反射表示領域ＷＲの６つの表示領域がある。
【００１０】
　またこのとき、１つの色の透過表示領域ＷＴと反射表示領域ＷＲは、１つのサブ画素と
して形成されており、たとえば、Ｇ（緑色）を表示するサブ画素は、図２１に示すように
、反射表示領域ＷＲに段差形成層ＭＲを設け、反射表示領域ＷＲにおける画素電極ＰＸと
共通電極ＣＴとの間の距離が、透過表示領域ＷＲにおける画素電極ＰＸと共通電極ＣＴと
の間の距離よりも短くなるようにしている。すなわち、反射表示領域ＷＲにおける液晶層
ＬＣの厚さｄｒが、透過表示領域ＷＴにおける液晶層ＬＣの厚さｄｔよりも薄くなるよう
にしている。このとき、透過表示領域ＷＴにおける液晶層ＬＣの厚さｄｔと、反射表示領
域ＷＲにおける液晶層ＬＣの厚さｄｒは、その比率が約２：１になるようにし、各領域の
光路長（光学的位相差）を概略一致させている。また、反射表示領域ＷＲは、たとえば、
画素電極ＰＸ上に、反射電極ＲＥを設けている。
【００１１】
　ところで、図２０および図２１に示したような構成の半透過型カラー液晶表示パネルの
場合、１つのサブ画素における透過表示領域ＷＴと反射表示領域ＷＲの境界部分に段差が
あり、この段差部分では、液晶分子の配向に乱れが生じる。同様に、ｙ方向で隣接する２
つの画素の間でも、一方の画素の透過表示領域と他方の画素の反射表示領域の境界部分に
は段差があり、この段差部分では、液晶分子の配向に乱れが生じる。そのため、たとえば
、黒表示時のようにサブ画素で最低階調（輝度）の表示をするときに、段差部分で光漏れ
が生じるという問題がある。そのため、従来の半透過型カラー液晶表示パネルでは、たと
えば、図２０および図２１に示したように、段差部分と平面でみて重なる位置にブラック
マトリクスＢＭと呼ばれる遮光膜を設けて光漏れを防いでいる。
【００１２】
　しかしながら、従来の半透過型カラー液晶表示パネルのうち、たとえば、図２１に示し
たように、ＴＦＴ基板１に段差形成層ＭＲが設けられ、対向基板２にブラックマトリクス
ＢＭが設けられている場合、２つの基板の位置ずれなどを考慮し、ブラックマトリクスＢ
Ｍの幅は、段差によって実際に光が漏れる領域よりも広くしている。
【００１３】
　ブラックマトリクスＢＭの幅は、画素の大きさに依存せず、前記２つの基板の位置合わ
せの精度や、ＴＦＴ基板１に形成された走査信号線ＧＬや映像信号線の寸法によりほぼ一
定の値に決まる。そのため、たとえば、１つの画素の寸法が小さくなると、画素寸法に対
するブラックマトリクスＢＭによって遮光される領域の割合が大きくなり、開口率が低く
なるので、透過表示領域ＷＴの透過率や反射表示領域ＷＲの反射率が小さくなってしまう
という問題があった。
【００１４】
　本発明の目的は、透過表示領域と反射表示領域で構成される画素を有する液晶表示パネ
ルにおいて、開口率の低下を防ぎつつ、透過表示領域の透過率または反射表示領域の反射
率を高くすることが可能な技術を提供することにある。
【００１５】
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　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１７】
　（１）一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルを有し、前記液晶表示パネ
ルは、走査信号線の延在方向および映像信号線の延在方向に沿って二次元的に配置された
複数個の画素で構成される表示領域を有する液晶表示装置であって、前記液晶表示パネル
の前記表示領域は、観察者からみて前記液晶表示パネルよりも後方から前記液晶表示パネ
ルに入射した光を透過して前記観察者側に出射する透過表示領域のみを有する第１の画素
を、前記走査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第１の画素列と、前記観察者から
みて前記液晶表示パネルよりも前方から前記液晶表示パネルに入射した光を反射して前記
観察者側に出射する反射表示領域および前記透過表示領域を有する第２の画素を、前記走
査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第２の画素列とが、前記映像信号線の延在方
向に交互に配置されている液晶表示装置。
【００１８】
　（２）前記（１）の液晶表示装置において、前記第２の画素は、前記反射表示領域と前
記透過表示領域とが、前記映像信号線の延在方向に並べて配置されている液晶表示装置。
【００１９】
　（３）前記（１）または（２）の液晶表示装置において、前記第２の画素の前記映像信
号線の延在方向の寸法は、前記第１の画素の前記映像信号線の延在方向の寸法よりも大き
い液晶表示装置。
【００２０】
　（４）前記（１）乃至（３）のいずれかの液晶表示装置において、前記第１の画素の前
記透過表示領域の面積は、前記第２の画素の前記透過表示領域の面積とほぼ等しい液晶表
示装置。
【００２１】
　（５）前記（１）または（２）の液晶表示装置において、前記第２の画素の前記映像信
号線の延在方向の寸法は、前記第１の画素の前記映像信号線の延在方向の寸法と等しい液
晶表示装置。
【００２２】
　（６）前記（１）または（２）もしくは（５）のいずれかの液晶表示装置において、前
記第１の画素の前記透過表示領域の面積は、前記第２の画素の前記透過表示領域と異なる
液晶表示装置。
【００２３】
　（７）前記（１）乃至（６）のいずれかの液晶表示装置において、前記反射表示領域の
前記液晶材料の厚さは、前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよりも薄い液晶表示装置
。
【００２４】
　（８）前記（１）乃至（７）のいずれかの液晶表示装置において、前記液晶表示パネル
は、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記映像信号線と、前記複
数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極とを有し、前記画素電極は、平
面でみて前記走査信号線と重なる領域を有し、前記第１の画素に対して配置される前記画
素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の面積と、前記第２の画素に対して配置される
前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の面積とが異なる液晶表示装置。
【００２５】
　（９）前記（１）乃至（７）のいずれかの液晶表示装置において、前記液晶表示パネル
は、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記映像信号線と、前記複
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数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極と、前記走査信号線と並行して
配置された保持容量線とを有し、前記画素電極は、平面でみて前記保持容量線と重なる領
域を有し、前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重なる前
記領域の面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重
なる前記領域の面積とが異なる液晶表示装置。
【００２６】
　（１０）前記（１）乃至（９）のいずれかの液晶表示装置において、前記液晶表示パネ
ルの各画素の前記画素電極は、あらかじめ定められたフレーム数毎に、共通電極の電位に
対して正極性の信号と負極性の信号とが交互に印加され、１つのフレームにおいて、隣接
する２つの画素列の各画素の前記画素電極には、前記共通電極の電位に対する極性が同じ
極性の信号が印加され、かつ、ある２つの画素列の各画素の前記画素電極に印加される信
号の前記共通電極の電位に対する極性は、前記ある２つの画素列に隣接する他の２つの画
素列の各画素の前記画素電極に印加される信号の前記共通電極の電位に対する極性とは反
対の極性である液晶表示装置。
【００２７】
　（１１）一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルを有し、前記液晶表示パ
ネルは、走査信号線の延在方向および映像信号線の延在方向に沿って二次元的に配置され
た複数個の画素で構成される表示領域を有する液晶表示装置であって、前記液晶表示パネ
ルの前記表示領域は、透過表示領域のみを有する第１の画素と、反射表示領域および透過
表示領域を有する第２の画素とを前記走査信号線の延在方向に交互に並べて配置した画素
列が、前記映像信号線の延在方向に複数列配置されている液晶表示装置。
【００２８】
　（１２）前記（１１）の液晶表示装置において、前記液晶表示パネルの前記表示領域の
、前記映像信号線の延在方向に並んだ複数個の画素は、前記第１の画素のみ、または前記
第２の画素のみが並んで配置されている液晶表示装置。
【００２９】
　（１３）前記（１１）の液晶表示装置において、前記液晶表示パネルの前記表示領域の
、前記映像信号線の延在方向に並んだ複数個の画素は、前記第１の画素と前記第２の画素
とが交互に並べて配置されている液晶表示装置。
【００３０】
　（１４）前記（１１）乃至（１３）のいずれかの液晶表示装置において、前記第２の画
素は、前記反射表示領域と前記透過表示領域とが、前記映像信号線の延在方向に並べて配
置されている液晶表示装置。
【００３１】
　（１５）前記（１１）乃至（１４）のいずれかの液晶表示装置において、前記反射表示
領域の前記液晶材料の厚さは、前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよりも薄い液晶表
示装置。
【００３２】
　（１６）前記（１１）乃至（１５）のいずれかの液晶表示装置において、前記液晶表示
パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記映像信号線と、
前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極とを有し、前記画素電極
は、平面でみて前記走査信号線と重なる領域を有し、前記第１の画素に対して配置される
前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の面積と、前記第２の画素に対して配置
される前記画素電極の前記走査信号線と重なる前記領域の面積とが異なる液晶表示装置。
【００３３】
　（１７）前記（１１）乃至（１５）のいずれかの液晶表示装置において、前記液晶表示
パネルは、前記一対の基板のうちの一方の基板に前記走査信号線と、前記映像信号線と、
前記複数個の画素のそれぞれの画素に対して配置された画素電極と、前記走査信号線と並
行して配置された保持容量線とを有し、前記画素電極は、平面でみて前記保持容量線と重
なる領域を有し、前記第１の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量線と重
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なる前記領域の面積と、前記第２の画素に対して配置される前記画素電極の前記保持容量
線と重なる前記領域の面積とが異なる液晶表示装置。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、透過表示領域の透過率または反射表示領域の反射率を高くすることが
でき、開口率の高い液晶表示装置を得ることができる。
【００３５】
　本発明の液晶表示装置は、たとえば、液晶表示パネルの表示領域に、透過表示領域のみ
を有する第１の画素を走査信号線の延在方向に複数個並べて配置した第１の画素列と、反
射表示領域および透過表示領域を有する第２の画素を走査信号線の延在方向に複数個並べ
て配置した第２の画素列とを、映像信号線の延在方向に交互に配置する。このようにする
ことで、透過表示領域と反射表示領域との間の境界が減るので、開口率を高くすることが
できる。そのため、たとえば、液晶表示パネルの表示領域に対するすべての透過表示領域
の透過率を従来のものと同じにした場合、液晶表示パネルの表示領域に対するすべての反
射表示領域の反射率を従来のものよりも高くすることができる。また、液晶表示パネルの
表示領域に対するすべての反射表示領域の反射率を従来のものと同じにした場合、液晶表
示パネルの表示領域に対するすべての透過表示領域の透過率を従来のものよりも高くする
ことができる。
【００３６】
　このとき、前記第２の画素の前記反射表示領域と前記透過表示領域とは、前記映像信号
線の延在方向に並べて配置することが望ましい。
【００３７】
　また、前記第２の画素の前記映像信号線の延在方向の寸法は、前記第１の画素の前記映
像信号線の延在方向の寸法よりも大きくてもよいし、前記第１の画素の前記映像信号線の
延在方向の寸法と等しくてもよい。
【００３８】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記第２の画素は、前記反射表示領域と前記透
過表示領域の２種類の表示領域で構成されていればよいが、特に、前記反射表示領域の前
記液晶材料の厚さが、前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよりも薄い構成のものに適
用することで高い効果が得られる。
【００３９】
　また、本発明の液晶表示装置は、透過表示領域のみを有する第１の画素と、反射表示領
域および透過表示領域を有する第２の画素があり、第１の画素と第２の画素では画素電極
の形状が異なる。そのため、本発明の液晶表示装置では、第１の画素の保持容量と第２の
画素の保持容量を変えて、第１の画素と第２の画素の画素容量を一定にすることが望まし
い。第１の画素および第２の画素の保持容量が、平面でみて画素電極と走査信号線とが重
なる領域に形成される場合、その重なる領域の面積を変えることで保持容量を変える。ま
た、走査信号線と並行して保持容量線が設けられており、第１の画素および第２の画素の
保持容量が、平面でみて画素電極と保持容量線とが重なる領域に形成される場合、その重
なる領域の面積を変えることで保持容量を変える。
【００４０】
　また、液晶表示装置において、前記液晶表示パネルの各画素の前記画素電極に信号を加
えるときには、あらかじめ定められたフレーム数毎に、共通電極の電位に対して正極性の
信号と負極性の信号が交互に加えるのが一般的である。このとき、本発明の液晶表示装置
では、１つのフレームにおいて、隣接する２つの画素列の各画素の前記画素電極には、共
通電極の電位に対して同じ極性の信号を加え、かつ、ある２つの画素列の各画素の前記画
素電極と、前記ある２つの画素列に隣接する２つの画素列の各画素の前記画素電極に加え
る信号は、共通電極の電位に対して反対の極性の信号にする、いわゆる２ライン反転駆動
をさせることが望ましい。このようにすることで、各画素電極に加わる信号の極性が反転
するときに生じるちらつきや残像を低減することができる。
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【００４１】
　また、本発明の液晶表示装置は、たとえば、前記第１の画素と、前記第２の画素とを前
記走査信号線の延在方向に交互に並べて配置した画素列が、前記映像信号線の延在方向に
複数列配置されていてもよい。このとき、前記液晶表示パネルの表示領域の、前記映像信
号線の延在方向に並んだ複数個の画素は、前記第１の画素のみまたは前記第２の画素のみ
が並んで配置されていてもよいし、前記第１の画素と前記第２の画素が交互に並べて配置
されていてもよい。
【００４２】
　このときも、前記第２の画素の前記反射表示領域と前記透過表示領域とは、前記映像信
号線の延在方向に並べて配置することが望ましい。
【００４３】
　またこのときも、前記第２の画素は、前記反射表示領域と前記透過表示領域の２種類の
表示領域で構成されていればよいが、特に、前記反射表示領域の前記液晶材料の厚さが、
前記透過表示領域の前記液晶材料の厚さよりも薄い構成のものに適用することで高い効果
が得られる。
【００４４】
　またこのときも、第１の画素の保持容量と第２の画素の保持容量を変えて、第１の画素
と第２の画素の画素容量を一定にすることが望ましい。第１の画素および第２の画素の保
持容量が、平面でみて画素電極と走査信号線とが重なる領域に形成される場合、その重な
る領域の面積を変えることで保持容量を変える。また、走査信号線と並行して保持容量線
が設けられており、第１の画素および第２の画素の保持容量が、平面でみて画素電極と保
持容量線とが重なる領域に形成される場合、その重なる領域の面積を変えることで保持容
量を変える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【実施例１】
【００４６】
　図１乃至図５は、本発明による実施例１の液晶表示パネルの概略構成を示す模式図であ
る。
  図１は、液晶表示パネルを観察者側からみた模式平面図である。図２は、図１のＡ－Ａ
’線における模式断面図である。図３は、図１に示した領域ＡＲ１の拡大模式平面図であ
る。図４は、図３のＣ－Ｃ’線における模式断面図である。図５は、図３のＤ－Ｄ’線に
おける模式断面図である。
【００４７】
　実施例１の液晶表示パネルは、図１および図２に示すように、ＴＦＴ基板１と対向基板
２の一対の基板の間に液晶材料３が封入されている。このとき、ＴＦＴ基板１と対向基板
２は、たとえば、表示領域ＤＡの外側に環状に設けられたシール材４で接着されており、
ＴＦＴ基板１および対向基板２ならびにシール材４で囲まれた空間内に液晶材料３が封入
されている。
【００４８】
　また、図１に示した液晶表示パネルが、ＲＧＢ方式のカラー液晶表示パネルの場合、表
示領域ＤＡの左上の角部周辺の領域ＡＲ１を拡大してみると、たとえば、図３に示したよ
うな構成になっている。なお、図３に示したｘ方向およびｙ方向はそれぞれ、図１に示し
たｘ方向およびｙ方向と一致している。
【００４９】
　また、図３において、ｘ方向に引いた複数本の破線はｙ方向に並んだ複数個の画素を画
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素毎に分割する線であり、ｙ方向に引いた複数本の破線はｘ方向に並んだ複数個の画素を
画素毎に分割する線である。すなわち、実施例１の液晶表示パネルは、図３に示した、ｘ
方向に引いた２本の隣接する破線と、ｙ方向に引いた２本の隣接する破線で囲まれた領域
が、表示する映像や画像の１画素（１ドット）になる。
【００５０】
　また、実施例１の液晶表示パネルの場合、表示領域ＤＡには、ｘ方向の寸法がＬＸでｙ
方向の寸法がＬＹ１の画素（以下、第１の画素という）をｘ方向に複数個並べて配置した
第１の画素列と、ｘ方向の寸法がＬＸでｙ方向の寸法がＬＹ２の画素（以下、第２の画素
という）をｘ方向に複数個並べて配置した第２の画素列とが、ｙ方向に交互に配置されて
いる。
【００５１】
　このとき、第１の画素は、観察者からみて液晶表示パネルの後方から液晶表示パネルに
入射した光を透過させて観察者側に出射する透過表示領域ＷＴ１のみを有する画素である
。ＲＧＢ方式の場合、１つの画素に、赤色（Ｒ）の透過表示領域、緑色（Ｇ）の透過表示
領域、および青色（Ｂ）の透過表示領域の３つの透過表示領域ＷＴ１が設けられている。
【００５２】
　また、第２の画素は、観察者からみて液晶表示パネルの前方から液晶表示パネルに入射
した光が反射して観察者側に出射する反射表示領域ＷＲ２と、透過表示領域ＷＴ２を有す
る画素であり、ＲＧＢ方式の場合、１つの画素に、赤色（Ｒ）の反射表示領域、緑色（Ｇ
）の反射表示領域、および青色（Ｂ）の反射表示領域の３つの反射表示領域ＷＲ２と、赤
色（Ｒ）の透過表示領域、緑色（Ｇ）の透過表示領域、および青色（Ｂ）の透過表示領域
の３つの透過表示領域ＷＴ２が設けられている。
【００５３】
　また、実施例１の液晶表示パネルにおいて、２つの隣接する画素の境界部分や、２つの
隣接する表示領域の境界部分には、たとえば、各境界部分からの光漏れを防ぐブラックマ
トリクスＢＭが設けられている。
【００５４】
　次に、図３に示した液晶表示パネルのＴＦＴ基板１および対向基板２の構成例について
簡単に説明する。
【００５５】
　図３に示した液晶表示パネルにおいて、第１の画素は、従来の一般的な透過型カラー液
晶表示パネルの画素と同じ構成であり、赤色（Ｒ）の透過表示領域の階調を制御するサブ
画素、緑色（Ｇ）の透過表示領域の階調を制御するサブ画素、および青色（Ｂ）の透過表
示領域の階調を制御するサブ画素の３つのサブ画素で構成されている。
【００５６】
　また、第２の画素は、従来の一般的な半透過型カラー液晶表示パネルの画素と同じ構成
であり、赤色（Ｒ）の反射表示領域と透過表示領域の階調を制御するサブ画素、緑色（Ｇ
）の反射表示領域と透過表示領域の階調を制御するサブ画素、および青色（Ｂ）の反射表
示領域と透過表示領域の階調を制御するサブ画素の３つのサブ画素で構成されている。
【００５７】
　このとき、ＴＦＴ基板１は、たとえば、図３に示したｘ方向に引いた破線と同じ位置に
、ｘ方向に延在する走査信号線が設けられている。また、ＴＦＴ基板１は、たとえば、図
３に示したｙ方向に引いた破線と同じ位置、および１つの画素のｘ方向に並んだ３つサブ
画素を分離するブラックマトリクスＢＭが設けられた位置に、ｙ方向に延在する映像信号
線が設けられている。そして、２本の隣接する走査信号線と２本の隣接する映像信号線で
囲まれた領域が１つのサブ画素領域に相当し、各サブ画素に対してＴＦＴ素子や画素電極
などが配置されている。
【００５８】
　実施例１の液晶表示パネルの、図３に示したＣ－Ｃ’線における断面構成は、たとえば
、図４に示すような構成になっている。また、実施例１の液晶表示パネルの、図３に示し
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たＤ－Ｄ’線における断面構成は、たとえば、図５に示すような構成になっている。
【００５９】
　まず、ＴＦＴ基板１は、たとえば、ガラス基板ＳＵＢ１の、対向基板２と対向する表面
に走査信号線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬが設けられている。走査信号線ＧＬおよび保持
容量線ＳｔＬは、ｙ方向に並んだ画素を分割するブラックマトリクスと平面でみて重なる
領域に設けられており、図３に示したｘ方向に延在している。
【００６０】
　また、走査信号線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬの上には、第１の絶縁層ＰＡＳ１を介し
て半導体層ＳＣ、ドレイン電極ＳＤ１、およびソース電極ＳＤ２が設けられている。この
とき、半導体層ＳＣは、たとえば、アモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）でなり、走査信号
線と平面でみて重なる位置に設けられる。そして、走査信号線ＧＬ、半導体層ＳＣ、走査
信号線ＧＬと半導体層ＳＣの間に介在する第１の絶縁層ＰＡＳ１（ゲート絶縁膜）、ドレ
イン電極ＳＤ１、およびソース電極ＳＤ２によってＴＦＴ素子が形成されている。
【００６１】
　またこのとき、第１の絶縁層ＰＡＳ１の上には、半導体層ＳＣ、ドレイン電極ＳＤ１、
およびソース電極ＳＤ２に加え、図５に示すように、映像信号線ＤＬが設けられている。
映像信号線ＤＬは、ｘ方向に並んだサブ画素を分割するブラックマトリクスと平面でみて
重なる領域に設けられており、図３に示したｙ方向に延在している。そして、ＴＦＴ素子
のドレイン電極ＳＤ１は、映像信号線ＤＬに接続されている。
【００６２】
　また、映像信号線ＤＬ、半導体層ＳＣ、ドレイン電極ＳＤ１、およびソース電極ＳＤ２
の上には、第２の絶縁層ＰＡＳ２を介して画素電極ＰＸが設けられている。画素電極ＰＸ
は、スルーホールでソース電極ＳＤ２に接続されている。またこのとき、第２の画素の反
射表示領域ＷＲ２には、たとえば、図４に示したように、対向基板２側に突出する段差形
成層ＭＲが設けられており、第２の画素の画素電極ＰＸは、反射表示領域ＷＲ２では段差
形成層ＭＲの上に設けられている。また、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２は、画素電極
ＰＸの上に、反射電極ＲＥが設けられている。また、図示は省略するが、画素電極ＰＸお
よび反射電極ＲＥの上には、配向膜が設けられている。
【００６３】
　一方、対向基板２は、たとえば、ガラス基板ＳＵＢ２の、ＴＦＴ基板１と対向する表面
にブラックマトリクスＢＭが設けられている。ブラックマトリクスＢＭは、たとえば、隣
接する画素やサブ画素の境界などで漏れる光を遮光するものであり、走査信号線ＧＬおよ
び保持容量線ＳｔＬが形成された領域、映像信号線ＤＬが形成された領域、第２の画素の
反射表示領域ＷＲ２と透過表示領域ＷＴ２の境界の段差部分などを覆うようなパターンで
形成される。また、ブラックマトリクスＢＭの上には、カラーフィルタＣＦが設けられて
いる。カラーフィルタＣＦは、サブ画素毎に、Ｒ（赤色）のカラーフィルタレジスト、Ｇ
（緑色）のカラーフィルタレジスト、Ｂ（青色）のカラーフィルタレジストを形成して設
ける。
【００６４】
　また、カラーフィルタＣＦの上には、たとえば、オーバーコート層ＯＣを介して対向電
極ＣＴが設けられている。また、図示は省略するが、対向電極ＣＴの上には配向膜が設け
られる。
【００６５】
　このように実施例１の液晶表示パネルでは、対向基板２に平坦な対向電極ＣＴを設け、
ＴＦＴ基板１の反射表示領域ＷＲ２に段差形成層ＭＲを設けることで、第１の画素および
第２の画素の透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２における画素電極ＰＸと対向電極ＣＴの距離ｄ
ｔと、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２における反射電極ＲＥと対向電極ＣＴの距離ｄｒ
を変えている。
【００６６】
　実施例１の液晶表示パネルを有する液晶表示装置において、第１の画素および第２の画
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素の透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２は、たとえば、図４に示すように、ＴＦＴ基板１の下方
側から液晶表示パネルに入射した光（たとえば、図示していないバックライトからの光）
が、液晶表示パネルを透過して対向基板２の上方側（観察者側）に出射する。また、第２
の画素の反射表示領域ＷＲ２は、対向基板２の上方側から液晶表示パネルに入射した光（
たとえば、液晶表示装置の外部からの太陽光や照明の光）が、ＴＦＴ基板１の反射電極Ｒ
Ｅで反射して対向基板２の上方側（観察者側）に出射する。そのため、ＴＦＴ基板１の段
差形成層ＭＲの厚さおよび透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２における液晶層ＬＣ（液晶材料３
）の厚さを調節し、透過表示領域における液晶層ＬＣの厚さと反射表示領域における液晶
層ＬＣの厚さの比率が約２：１になるようにすることで、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２に
おいて液晶層ＬＣを通過する光の光路長と反射表示領域ＷＲ２において液晶層ＬＣを通過
する光の光路長を概略一致させる。このようにすることで、第２の画素の反射表示領域Ｗ
Ｒ２の階調－輝度特性と透過表示領域ＷＴ２の階調－輝度特性を相似形にすることができ
、たとえば、最大階調のときの反射表示領域ＷＲ２の輝度と透過表示領域ＷＴ２の輝度を
ともに極大値に近い値にすることができる。
【００６７】
　また、図示および詳細な説明は省略するが、ＴＦＴ基板１のガラス基板ＳＵＢ１の対向
基板２と対向する面の裏面、および対向基板２のガラス基板ＳＵＢ２のＴＦＴ基板１と対
向する面の裏面には、それぞれ、偏光板および位相差板が設けられている。
【００６８】
　図６および図７はそれぞれ、実施例１の液晶表示パネルの効果を説明するための模式平
面図である。なお、図６は、従来の液晶表示パネルの画素の一構成例を示す平面図（ａ）
と、実施例１の液晶表示パネルの画素の一構成例を示す平面図（ｂ）を示している。また
、図７は、従来の液晶表示パネルの画素の別の構成例を示す平面図（ａ）と、実施例１の
液晶表示パネルの画素の別の構成例を示す平面図（ｂ）を示している。
【００６９】
　実施例１の液晶表示パネルでは、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素をｘ方向
に複数個並べて配置した第１の画素列と、反射表示領域ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２
を有する第２の画素をｘ方向に複数個並べて配置した第２の画素列とを、ｙ方向に交互に
配置している。そのため、実施例１の液晶表示パネルの効果を説明するにあたって、ｙ方
向に並んだ２つの画素に注目し、その寸法と透過率、反射率の関係について説明する。
【００７０】
　まず、従来の液晶表示パネルとして、たとえば、携帯電話端末のディスプレイなどに用
いられる半透過型カラー液晶表示パネルを挙げ、ｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と透過
率、反射率の一例を示す。前記半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、たとえば、表示
領域の対角寸法が２．４インチであり、表示モード（解像度）がＱＶＧＡであるとすると
、表示領域には、３２０×２４０（個）の画素がある。このとき、１つの画素は、たとえ
ば、図６の（ａ）に示すように、ｘ方向の寸法およびｙ方向の寸法がともに１５３μｍの
正方形になっている。またこのとき、ｘ方向に並んだサブ画素を分割するブラックマトリ
クスＢＭの幅およびｙ方向に並んだ２つの画素を分割するブラックマトリクスＢＭの幅、
ならびに１色のサブ画素の反射表示領域ＷＲと透過表示領域ＷＴを分割するブラックマト
リクスＢＭの幅をそれぞれ１０μｍとし、各色の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域Ｗ
Ｔのｘ方向の寸法を等しくすると、各色の反射表示領域ＷＲはそれぞれ、ｘ方向の寸法が
４１μｍでｙ方向の寸法が５０μｍになる。また、各色の透過表示領域ＷＴはそれぞれ、
ｘ方向の寸法が４１μｍでｙ方向の寸法が８３μｍになる。
【００７１】
　図６の（ａ）に示したような従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、１画素の
反射表示領域ＷＲの開口率、すなわち１つの画素領域に対する反射表示領域ＷＲの割合は
約２６．３％である。また、１画素の透過表示領域ＷＴの開口率、すなわち１つの画素領
域に対する透過表示領域ＷＴの割合は約４３．６％である。また、従来の半透過型カラー
液晶表示パネルの場合、一般に、すべての画素の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域Ｗ
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Ｔが同じ寸法であるため、ｙ方向に並んだ２つの画素でみた場合も、反射表示領域ＷＲの
開口率は約２６．３％であり、透過表示領域ＷＴの開口率は約４３．６％である。
【００７２】
　これに対し、実施例１の液晶表示パネルにおいて、たとえば、ｙ方向に並んだ２つの画
素の寸法が、図６の（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と一致するように、
第１の画素および第２の画素の寸法を設定した場合を考える。このとき、ｙ方向に並んだ
第１の画素および第２の画素は、図６の（ｂ）に示すようになり、各画素のｘ方向の寸法
は１５３μｍであり、ブラックマトリクスＢＭの幅は１０μｍである。またこのとき、ｙ
方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率を、図６の（ａ）に
示したｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴの開口率と一致させるとすれば
、第１の画素の各色の透過表示領域ＷＴ１および第２の画素の各色の透過表示領域ＷＴ２
はそれぞれ、たとえば、ｘ方向の寸法を４１μｍにし、ｙ方向の寸法を８３μｍにすれば
よい。このようにすると、第１の画素のｙ方向の寸法は９３μｍ、第２の画素のｙ方向の
寸法は２１３μｍになり、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２のｙ方向の寸法は１１０μｍ
になる。
【００７３】
　図６の（ｂ）に示したような実施例１の液晶表示パネルにおいて、ｙ方向に並んだ２つ
の画素でみた場合、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率は約４３．６％であり、図６の
（ａ）に示した従来の構成の場合と同じである。一方、反射表示領域ＷＲ２の開口率は約
２８．９％になり、図６の（ａ）に示した構成の場合の反射表示領域ＷＲの開口率に比べ
て約１０％高くなる。また、実施例１の液晶表示パネルの場合、図６の（ｂ）に示したよ
うな第１の画素と第２の画素の組が表示領域ＤＡの全域にわたって配置されているので、
表示領域全体でみた反射表示領域の開口率が、従来のものに比べて約１０％高くなると見
積もることができる。
【００７４】
　次に、従来の液晶表示パネルとして、たとえば、表示領域の対角寸法が２．４インチで
あり、表示モード（解像度）がＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルを例に挙げ、ｙ方
向に並んだ２つの画素の寸法と透過率、反射率の一例を示す。解像度がＶＧＡの場合、表
示領域には、たとえば、６４０×４８０（個）の画素がある。そのため、表示領域の対角
寸法が前述のＱＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルと同じ場合、１つの画素の寸法は
、前述のＱＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルにおける１つの画素の寸法よりも小さ
くなる。このとき、１つの画素は、たとえば、図７の（ａ）に示すように、ｘ方向の寸法
およびｙ方向の寸法がともに７５μｍの正方形になる。しかしながら、ｘ方向に並んだサ
ブ画素を分割するブラックマトリクスＢＭの幅およびｙ方向に並んだ２つの画素を分割す
るブラックマトリクスＢＭの幅、ならびに１色のサブ画素の反射表示領域ＷＲと透過表示
領域ＷＴを分割するブラックマトリクスＢＭの幅は、ＴＦＴ基板１に設けられる走査信号
線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬの幅、映像信号線ＤＬの幅などによって決まるので、図６
の（ａ）に示した例と同じ１０μｍになる。このとき、各色の反射領域ＷＲおよび透過表
示領域ＷＴのｘ方向の寸法を等しくすると、各色の反射表示領域ＷＲはそれぞれ、ｘ方向
の寸法が１５μｍでｙ方向の寸法が２０μｍになる。また、各色の透過表示領域ＷＴはそ
れぞれ、ｘ方向の寸法が１５μｍでｙ方向の寸法が３５μｍになる。
【００７５】
　図７の（ａ）に示したような従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、１画素の
反射表示領域ＷＲの開口率は約１６．０％である。また、１画素の透過表示領域ＷＴの開
口率は約２８．０％である。また、従来の半透過型カラー液晶表示パネルの場合、一般に
、すべての画素の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域ＷＴが同じ寸法であるため、ｙ方
向に並んだ２つの画素でみた場合も、反射表示領域ＷＲの開口率は約１６．０％であり、
透過表示領域の開口率は約２８．０％である。
【００７６】
　これに対し、実施例１の液晶表示パネルにおいて、たとえば、ｙ方向に並んだ２つの画
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素の寸法が、図７の（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と一致するように、
第１の画素および第２の画素の寸法を設定した場合を考える。このとき、ｙ方向に並んだ
第１の画素および第２の画素は、図７の（ｂ）に示すようになり、各画素のｘ方向の寸法
は７５μｍであり、ブラックマトリクスの幅は１０μｍである。またこのとき、ｙ方向に
並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率を、図７の（ａ）に示した
ｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴの開口率と一致させるとすれば、第１
の画素の各色の透過表示領域ＷＴ１および第２の画素の各色の透過表示領域ＷＴ２はそれ
ぞれ、たとえば、ｘ方向の寸法を１５μｍにし、ｙ方向の寸法を３５μｍにすればよい。
このようにすると、第１の画素のｙ方向の寸法は４５μｍ、第２の画素のｙ方向の寸法は
１０５μｍになり、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２のｙ方向の寸法は５０μｍになる。
【００７７】
　図７の（ｂ）に示したような実施例１の液晶表示パネルにおいて、ｙ方向に並んだ２つ
の画素でみた場合、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率は約２８．０％であり、図７の
（ａ）に示した従来の構成の場合と同じである。一方、反射表示領域ＷＲ２の開口率は約
２０．０％になり、図７の（ａ）に示した従来の構成の場合の反射表示領域ＷＲの開口率
に比べて約２５％高くなる。また、実施例１の液晶表示パネルの場合、図７の（ｂ）に示
したような第１の画素と第２の画素の組が表示領域ＤＡの全域にわたって配置されている
ので、表示領域全体でみた反射表示領域の開口率が、従来のものに比べて約２５％高くな
ると見積もることができる。
【００７８】
　以上のようなことから、実施例１の液晶表示パネルは、透過表示領域は従来の半透過型
液晶表示パネルの透過表示領域と同等の透過率を維持しながら、反射表示領域は従来の半
透過型液晶表示パネルの反射表示領域よりも反射率を高くすることができるといる。その
ため、たとえば、透過表示領域は従来と同等の明るさの透過表示を維持しながら、反射表
示領域は従来に比べて明るい反射表示をすることができる。
【００７９】
　また、実施例１の液晶表示パネルにおいて、透過表示領域は従来の半透過型液晶表示パ
ネルと同等の透過率を維持しながら、反射表示領域は従来の半透過型液晶表示パネルより
も反射率を高くする効果は、１つの画素の寸法が小さくなるほど大きくなるといえる。
【００８０】
　また、詳細な説明は省略するが、実施例１の液晶表示パネルは、たとえば、ｙ方向に並
んだ２つの画素でみた反射表示領域の開口率を、従来の半透過型液晶表示パネルと同等の
開口率にした場合、透過表示領域の透過率を従来の半透過型液晶表示パネルの透過率より
も高くすることできる。
【００８１】
　なお、一般に、半透過型の液晶表示パネルは、反射表示は透過表示に比べて視認性が劣
る。そのため、実施例１の液晶表示パネルは、たとえば、図６の（ｂ）や図７（ｂ）に示
したように、透過表示領域の開口率を従来と同等の開口率にし、反射表示領域の開口率を
従来よりも高くすることが望ましい。
【００８２】
　またさらに、実施例１の液晶表示パネルでは、第１の画素の透過表示領域ＷＴ１の面積
と、第２の画素の透過表示領域ＷＴ２の面積とがほぼ等しいことが望ましい。このように
することで、透過表示を行ったときの映像や画像の表示が均一になる。また、このときの
各透過表示領域の面積は、その誤差が±５％の範囲であることが好ましく、この誤差の範
囲内であれば、ほぼ等しいと見なせる。また、実施例１の液晶表示パネルでは、第１の画
素の透過表示領域ＷＴ１の面積と、第２の画素の透過表示領域ＷＴ２の面積とがほぼ等し
くなるように、第２の画素のｙ方向の寸法ＬＹ２を、第１の画素のｙ方向の寸法ＬＹ１よ
りも大きくしている。
【００８３】
　図８は、実施例１の液晶表示パネルの第１の変形例を説明するための模式断面図である



(15) JP 2008-39910 A 2008.2.21

10

20

30

40

50

。なお、図８は、図３のＣ－Ｃ’線における断面に相当する断面図である。
【００８４】
　実施例１の液晶表示パネルでは、対向基板２に、たとえば、図３および図４に示したよ
うに、第２の画素を反射表示領域ＷＲ２と透過表示領域ＷＴ２にわける段差部分と平面で
みて重なるブラックマトリクスＢＭを設けて、段差部分から漏れる光を遮光している。し
かしながら、実施例１の液晶表示パネルは、これに限らず、たとえば、図８に示すように
、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２に設ける反射電極ＲＥを透過表示領域ＷＴ２側まで延
長し、段差部分を反射電極ＲＥで覆ってもよい。反射電極ＲＥは、対向基板２側から入射
した光を反射すると同時に、ＴＦＴ基板１側から入射した光を遮光する機能を有するので
、図８のような構成にしても、段差部分で生じる光漏れを防ぐことができる。
【００８５】
　図９は、実施例１の液晶表示パネルの第２の変形例を説明するための模式断面図である
。なお、図９は、図３のＣ－Ｃ’線における断面に相当する断面図である。
【００８６】
　実施例１の液晶表示パネルでは、ＴＦＴ基板１の反射表示領域ＷＲ２に、たとえば、図
４に示したような段差形成層ＭＲを設け、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２における液晶層Ｌ
Ｃの厚さと反射表示領域ＷＲ２における液晶層ＬＣの厚さを変えている。しかしながら、
実施例１の液晶表示パネルは、これに限らず、たとえば、図９に示すように、対向基板２
の反射表示領域ＷＲ２に段差形成層ＭＲを設けてもよい。
【００８７】
　また、実施例１では、液晶表示パネルの断面構成、言い換えるとＴＦＴ基板１や対向基
板２の構成の一例として、図４および図５に示したような構成を挙げた。しかしながら、
実施例１の液晶表示パネルは、このような構成に限らず、第２の画素の構成は、従来の半
透過型液晶表示パネルで適用されている種々の構成のいずれかを採用することができる。
【実施例２】
【００８８】
　図１０は、本発明による実施例２の液晶表示パネルの概略構成を示す模式平面図である
。なお、図１０は、図１の領域ＡＲ１を拡大して示した平面図であり、図１０に示したｘ
方向およびｙ方向はそれぞれ、図１に示したｘ方向およびｙ方向と一致している。
【００８９】
　実施例２の液晶表示パネルは、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素をｘ方向に
複数個並べて配置した第１の画素列と、反射表示領域ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２を
有する第２の画素をｘ方向に並べて配置した第２の画素列とが、ｙ方向に交互に配置され
ている点は実施例１の液晶表示パネルと同じである。
【００９０】
　しかしながら、実施例２の液晶表示パネルでは、たとえば、図１０に示すように、第１
の画素のｙ方向の寸法ＬＹ１と、第２の画素のｙ方向の寸法ＬＹ２が等しくなっている。
そのため、第１の画素の透過表示領域ＷＴ１の面積は、第２の画素の透過表示領域ＷＴ２
と異なっている。このとき、たとえば、図１０に示した観察者側からみた各画素の平面構
成は、図３に示した平面構成とほぼ同じであり、第１の画素のｙ方向の寸法ＬＹ１、第２
の画素のｙ方向の寸法ＬＹ２、第１の画素の透過表示領域ＷＴ１のｙ方向の寸法、第２の
画素の反射表示領域ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２のｙ方向の寸法が変わるだけである
。また、図１０に示したＥ－Ｅ’線における液晶表示パネルの断面構成も、図４に示した
断面構成とほぼ同じであり、第１の画素のｙ方向の寸法ＬＹ１、第２の画素のｙ方向の寸
法ＬＹ２、第１の画素の透過表示領域ＷＴ１のｙ方向の寸法、第２の画素の反射表示領域
ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２のｙ方向の寸法が変わるだけである。そのため、実施例
２の液晶表示パネルにおける平面構成および断面構成の詳細な説明は省略する。
【００９１】
　図１１および図１２はそれぞれ、実施例２の液晶表示パネルの効果を説明するための模
式平面図である。なお、図１１は、従来の液晶表示パネルの画素の一構成例を示す平面図
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（ａ）と、実施例２の液晶表示パネルの画素の一構成例を示す平面図（ｂ）を示している
。また、図１２は、従来の液晶表示パネルの画素の別の構成例を示す平面図（ａ）と、実
施例２の液晶表示パネルの画素の別の構成例を示す平面図（ｂ）を示している。
【００９２】
　実施例２の液晶表示パネルも、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素をｘ方向に
複数個並べて配置した第１の画素列と、反射表示領域ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２を
有する第２の画素をｘ方向に複数個並べて配置した第２の画素列とをｙ方向に交互に配置
している。そのため、実施例２の液晶表示パネルの効果を説明するにあたっても、ｙ方向
に並んだ２つの画素に注目し、その寸法と透過率、反射率の関係について説明する。
【００９３】
　まず、従来の液晶表示パネルとして、たとえば、携帯電話端末のディスプレイなどに用
いられる半透過型カラー液晶表示パネルを挙げ、ｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と透過
率、反射率の一例を示す。前記半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、たとえば、表示
領域の対角寸法が２．４インチであり、表示モード（解像度）がＱＶＧＡであるとすると
、表示領域には、３２０×２４０（個）の画素がある。このとき、１つの画素は、たとえ
ば、図１１の（ａ）に示すように、ｘ方向の寸法およびｙ方向の寸法がともに１５３μｍ
の正方形になっている。またこのとき、ｘ方向に並んだサブ画素を分割するブラックマト
リクスＢＭの幅およびｙ方向に並んだ２つの画素を分割するブラックマトリクスＢＭの幅
、ならびに１色のサブ画素の反射表示領域ＷＲと透過表示領域ＷＴを分割するブラックマ
トリクスＢＭの幅をそれぞれ１０μｍとし、各色の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域
ＷＴのｘ方向の寸法を等しくすると、各色の反射表示領域ＷＲはそれぞれ、ｘ方向の寸法
が４１μｍでｙ方向の寸法が５０μｍになる。また、各色の透過表示領域ＷＴはそれぞれ
、ｘ方向の寸法が４１μｍでｙ方向の寸法が８３μｍになる。
【００９４】
　図１１の（ａ）に示したような従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、１画素
の反射表示領域ＷＲの開口率、すなわち１つの画素領域に対する反射表示領域ＷＲの割合
は約２６．３％である。また、１画素の透過表示領域ＷＴの開口率、すなわち１つの画素
領域に対する透過表示領域ＷＴの割合は約４３．６％である。また、従来の半透過型カラ
ー液晶表示パネルの場合、一般に、すべての画素の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域
ＷＴが同じ寸法であるため、ｙ方向に並んだ２つの画素でみた場合も、反射表示領域ＷＲ
の開口率は約２６．３％であり、透過表示領域ＷＴの開口率は約４３．６％である。
【００９５】
　これに対し、実施例２の液晶表示パネルにおいて、たとえば、ｙ方向に並んだ２つの画
素の寸法が、図１１の（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と一致するように
、第１の画素および第２の画素の寸法を設定した場合を考える。このとき、ｙ方向に並ん
だ第１の画素および第２の画素は、図１１の（ｂ）に示すようになり、各画素のｘ方向の
寸法およびｙ方向の寸法はそれぞれ１５３μｍであり、ブラックマトリクスＢＭの幅は１
０μｍである。またこのとき、第１の画素は透過表示領域ＷＴ１のみであるため、各色の
透過表示領域ＷＴ１は、ｘ方向の寸法が４１μｍでｙ方向の寸法が１４３μｍになる。ま
たさらに、ｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率を、図
１１の（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴの開口率と一致
させるとすれば、第２の画素の各色の透過表示領域ＷＴ２のｙ方向の寸法を２３μｍにす
ればよい。このようにすると、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２のｙ方向の寸法は１１０
μｍになる。
【００９６】
　図１１の（ｂ）に示したような実施例２の液晶表示パネルにおいて、ｙ方向に並んだ２
つの画素でみた場合、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率は約４３．６％であり、図１
１の（ａ）に示した従来の構成の場合と同じである。一方、反射表示領域ＷＲ２の開口率
は約２８．９％になり、図１１の（ａ）に示した構成の場合の反射表示領域ＷＲの開口率
に比べて約１０％高くなる。また、実施例２の液晶表示パネルの場合、図１１の（ｂ）に
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示したような第１の画素と第２の画素の組が表示領域ＤＡの全域にわたって配置されてい
るので、表示領域全体でみた反射表示領域の開口率が、従来のものに比べて約１０％高く
なると見積もることができる。
【００９７】
　次に、従来の液晶表示パネルとして、たとえば、表示領域の対角寸法が２．４インチで
あり、表示モード（解像度）がＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルを例に挙げ、ｙ方
向に並んだ２つの画素の寸法と透過率、反射率の一例を示す。解像度がＶＧＡの場合、表
示領域には、たとえば、６４０×４８０（個）の画素がある。そのため、表示領域の対角
寸法が前述のＱＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルと同じ場合、１つの画素の寸法は
、前述のＱＶＧＡの半透過型カラー液晶表示パネルにおける１つの画素の寸法よりも小さ
くなる。このとき、１つの画素は、たとえば、図１２の（ａ）に示すように、ｘ方向の寸
法およびｙ方向の寸法がともに７５μｍの正方形になる。しかしながら、ｘ方向に並んだ
サブ画素を分割するブラックマトリクスＢＭの幅およびｙ方向に並んだ２つの画素を分割
するブラックマトリクスＢＭの幅、ならびに１色のサブ画素の反射表示領域ＷＲと透過表
示領域ＷＴを分割するブラックマトリクスＢＭの幅は、ＴＦＴ基板１に設けられる走査信
号線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬの幅、映像信号線ＤＬの幅などによって決まるので、図
１１の（ａ）に示した例と同じ１０μｍになる。このとき、各色の反射表示領域ＷＲおよ
び透過表示領域ＷＴのｘ方向の寸法を等しくすると、各色の反射表示領域ＷＲはそれぞれ
、ｘ方向の寸法が１５μｍでｙ方向の寸法が２０μｍになる。また、各色の透過表示領域
ＷＴはそれぞれ、ｘ方向の寸法が１５μｍでｙ方向の寸法が３５μｍになる。
【００９８】
　図１２の（ａ）に示したような従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおいて、１画素
の反射表示領域ＷＲの開口率は約１６．０％である。また、１画素の透過表示領域ＷＴの
開口率は約２８．０％である。また、従来の半透過型カラー液晶表示パネルの場合、一般
に、すべての画素の反射表示領域ＷＲおよび透過表示領域ＷＴが同じ寸法であるため、ｙ
方向に並んだ２つの画素でみた場合も、反射表示領域ＷＲの開口率は約１６．０％であり
、透過表示領域の開口率は約２８．０％である。
【００９９】
　これに対し、実施例２の液晶表示パネルにおいて、たとえば、ｙ方向に並んだ２つの画
素の寸法が、図１２の（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素の寸法と一致するように
、第１の画素および第２の画素の寸法を設定した場合を考える。このとき、ｙ方向に並ん
だ第１の画素および第２の画素は、図１２の（ｂ）に示すようになり、各画素のｘ方向の
寸法およびｙ方向の寸法はそれぞれは７５μｍであり、ブラックマトリクスの幅は１０μ
ｍである。またこのとき、第１の画素は透過表示領域ＷＴ１のみであるため、各色の透過
表示領域ＷＴ１は、ｘ方向の寸法が１５μｍでｙ方向の寸法が６５μｍになる。またさら
に、ｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率を、図１２の
（ａ）に示したｙ方向に並んだ２つの画素でみた透過表示領域ＷＴの開口率と一致させる
とすれば、第２の画素の各色の透過表示領域ＷＴ２のｙ方向の寸法を５μｍにすればよい
。このようにすると、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２のｙ方向の寸法は５０μｍになる
。
【０１００】
　図１２の（ｂ）に示したような実施例２の液晶表示パネルにおいて、ｙ方向に並んだ２
つの画素でみた場合、透過表示領域ＷＴ１，ＷＴ２の開口率は約２８．０％であり、図１
２の（ａ）に示した従来の構成の場合と同じである。一方、反射表示領域ＷＲ２の開口率
は約２０．０％になり、図１２の（ａ）に示した従来の構成の場合の反射表示領域ＷＲの
開口率に比べて約２５％高くなる。また、実施例２の液晶表示パネルの場合、図１２の（
ｂ）に示したような第１の画素と第２の画素の組が表示領域ＤＡの全域にわたって配置さ
れているので、表示領域全体でみた反射表示領域の開口率が、従来のものに比べて約２５
％高くなると見積もることができる。
【０１０１】
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　以上のようなことから、実施例２の液晶表示パネルも、実施例１の液晶表示パネルと同
様の効果が得られ、たとえば、透過表示領域は従来と同等の明るさの透過表示を維持しな
がら、反射表示領域は従来に比べて明るい反射表示をすることができる。
【０１０２】
　また、実施例２の液晶表示パネルにおいても、透過表示領域の透過率は従来の半透過型
液晶表示パネルと同等の透過率を維持しながら、反射表示領域の反射率は従来の半透過型
液晶表示パネルの反射率よりも高くする効果は、１つの画素の寸法が小さくなるほど大き
くなるといえる。
【実施例３】
【０１０３】
　図１３は、本発明の液晶表示パネルの第１の駆動方法の一例を説明するための模式図で
ある。図１４は、本発明の液晶表示パネルの第２の駆動方法の一例を説明するための模式
図である。
【０１０４】
　従来の液晶表示パネルにおいて、各画素の画素電極に階調信号を加えるときには、あら
かじめ定められたフレーム数毎に、共通電極の電位に対する画素電極の極性を反転させる
のが一般的である。すなわち、１フレーム毎に極性を反転させる場合、あるフレームで共
通電極の電位よりも高い電位（正極性という）の信号を印加した画素電極には、次のフレ
ームで共通電極の電位よりも低い電位（負極性という）の信号を印加する。従来の液晶表
示パネルでは、このように画素電極の極性を反転させることで、ちらつきや残像を防いで
いる。
【０１０５】
　画素電極の極性を反転させる駆動方法としては、たとえば、ライン反転駆動と呼ばれる
駆動方法がある。実施例１や実施例２の液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合の各
画素の極性を、図１３に示す。なお、図１３には、ｘ方向に８画素、ｙ方向に８画素の合
計６４画素の場合を例に挙げている。また、図１３では、各マス目が画素に相当し、「＋
」のマス目は正極性の信号が印加された画素を示し、「－」のマス目は負極性の信号が印
加された画素を示している。また、図１３において、Ｌ１（Ｔ），Ｌ３（Ｔ），Ｌ５（Ｔ
），Ｌ７（Ｔ）は、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素が並んだ第１の画素列で
あり、Ｌ２（Ｔ，Ｒ），Ｌ４（Ｔ，Ｒ），Ｌ６（Ｔ，Ｒ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）は、反射表示
領域ＷＲ２と透過表示領域ＷＴ２を有する第２の画素が並んだ第２の画素列である。
【０１０６】
　実施例１や実施例２の液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合、たとえば、あるフ
レーム期間の映像や画像を表示するときに、図１３の上側に示すように、Ｌ１（Ｔ），Ｌ

３（Ｔ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ７（Ｔ）の各画素列の画素の画素電極ＰＸには正極性の信号が
印加され、Ｌ２（Ｔ，Ｒ），Ｌ４（Ｔ，Ｒ），Ｌ６（Ｔ，Ｒ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）の各画素
列の画素の画素電極ＰＸには負極性の信号が印加される。
【０１０７】
　そして、たとえば、次のフレーム期間の映像や画像を表示するときには、極性を反転さ
せ、前のフレームで正極性の信号が印加された画素には負極性の信号を印加し、前のフレ
ームで負極性の信号が印加された画素には正極性の信号を印加する。つまり、図１３の下
側に示したように、Ｌ１（Ｔ），Ｌ３（Ｔ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ７（Ｔ）の各画素列の画素
の画素電極ＰＸには負極性の信号が印加され、Ｌ２（Ｔ，Ｒ），Ｌ４（Ｔ，Ｒ），Ｌ６（
Ｔ，Ｒ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）の各画素列の画素の画素電極ＰＸには正極性の信号が印加され
る。
【０１０８】
　従来の液晶表示パネルでは、各画素列の画素の構成が同じであるため、図１３の上側に
示したパターンと下側に示したパターンを、あらかじめ定めたフレーム数毎に切り替える
ことで、ちらつきや残像を防ぐことができる。
【０１０９】
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　しかしながら、実施例１や実施例２の液晶表示パネルの場合、透過表示領域ＷＴ１のみ
を有する第１の画素がｘ方向に並んだ第１の画素列と、反射表示領域ＷＲ２と透過表示領
域ＷＴ２を有する第２の画素がｘ方向に並んだ第２の画素列とがｙ方向に交互に配置され
ている。そのため、ライン反転駆動を適用すると、各第１の画素列の画素電極ＰＸには、
同じ極性の信号が印加されることになる。つまり、図１３に示した例でいうと、第１の画
素列は、Ｌ１（Ｔ），Ｌ３（Ｔ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ７（Ｔ）であり、Ｌ１（Ｔ）の各画素
に正極性の信号が印加されるとき、残りの第１の画素列の各画素にも正極性の信号が印加
される。同様に、各第２の画素列の画素電極にも、同じ極性（負極性）の信号が印加され
る。
【０１１０】
　このように、実施例１や実施例２の液晶表示パネルをライン反転駆動させると、１フレ
ームの表示に着目した場合、第１の画素および第２の画素の極性に偏りが生じる。このよ
うな極性の偏りは、透過表示を主としている場合には問題ないが、反射表示を主とする場
合には、次のような問題が発生する。
【０１１１】
　たとえば、太陽光の下などの明るい場所では、第２の画素の反射表示領域ＷＲ２が主に
表示に寄与するが、反射表示領域ＷＲ２の極性は、あるフレームではすべて正極性になり
、次のフレームではすべて負極性になる。そのため、たとえば、飛び込み電圧などの影響
で直流電圧成分が画素電極に加わってしまい、極性が反転するときにちらつき（フリッカ
）や残像が見えてしまう可能性がある。
【０１１２】
　そこで、実施例１や実施例２の液晶表示パネルを駆動させるときには、たとえば、図１
４に示すように、隣接する２つの画素列を１組としたライン反転駆動（２ライン反転駆動
）にすることが望ましい。なお、図１４には、ｘ方向に８画素、ｙ方向に８画素の合計６
４画素の場合を例に挙げている。また、図１４では、各マス目が画素に相当し、「＋」の
マス目は正極性の信号が加わった画素を示し、「－」のマス目は負極性の信号が加わった
画素を示している。また、図１４において、Ｌ１（Ｔ），Ｌ３（Ｔ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ７

（Ｔ）は、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素が並んだ第１の画素列であり、Ｌ

２（Ｔ，Ｒ），Ｌ４（Ｔ，Ｒ），Ｌ６（Ｔ，Ｒ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）は、反射表示領域ＷＲ
２と透過表示領域ＷＴ２を有する第２の画素が並んだ第２の画素列である。
【０１１３】
　２ライン反転駆動の場合、たとえば、あるフレーム期間の映像や画像を表示するときに
、図１４の上側に示すように、Ｌ１（Ｔ），Ｌ２（Ｔ，Ｒ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ６（Ｔ，Ｒ
）の各画素列の画素の画素電極ＰＸに正極性の信号が印加され、Ｌ３（Ｔ），Ｌ４（Ｔ，
Ｒ），Ｌ７（Ｔ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）の各画素列の画素の画素電極ＰＸに負極性の信号が印
加される。
【０１１４】
　そして、たとえば、次のフレーム期間の映像や画像を表示するときには、極性を反転さ
せ、前のフレームで正極性の信号が印加された画素には負極性の信号を印加し、前のフレ
ームで負極性の信号が印加された画素には正極性の信号を印加する。つまり、図１４の下
側に示したように、Ｌ１（Ｔ），Ｌ２（Ｔ，Ｒ），Ｌ５（Ｔ），Ｌ６（Ｔ，Ｒ）の各画素
列の画素の画素電極ＰＸには負極性の信号が印加され、Ｌ３（Ｔ），Ｌ４（Ｔ，Ｒ），Ｌ

７（Ｔ），Ｌ８（Ｔ，Ｒ）の各画素列の画素の画素電極ＰＸには正極性の信号が印加され
る。
【０１１５】
　このようにすると、たとえば、あるフレーム期間の映像や画像を表示するときに、隣接
する２つの第１の画素列の極性、隣接する２つの第２の画素列の極性は、ともに反対の極
性になり、極性の偏りを防ぐことができる。そのため、たとえば、反射表示領域の極性が
反転するときにちらつき（フリッカ）や残像が生じるのを防ぐことができる。
【０１１６】
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　また、液晶表示パネルに映像や画像を表示するときには、図１３に示したライン反転駆
動と、図１４に示した２ライン反転駆動を、必要に応じて切り替えられるようにしてもよ
い。その切り替え方法としては、たとえば、バックライトの点灯／消灯と連動させ、バッ
クライトが点灯しているときには図１３に示したライン反転駆動にし、消灯しているとき
には図１４に示した２ライン反転駆動にする方法があげられる。
【実施例４】
【０１１７】
　図１５は、本発明の液晶表示パネルの１画素の回路構成を示す模式図である。
【０１１８】
　実施例１や実施例２の液晶表示パネルは、透過表示領域ＷＴ１のみを有する第１の画素
と、反射表示領域ＷＲ２と透過表示領域ＷＴ２を有する第２の画素の、構成が異なる２種
類の画素があるが、どちらの画素も、回路的には、図１５に示したような構成で表される
。つまり、各画素に対して配置されるＴＦＴ素子のゲートは複数本の走査信号線ＧＬのう
ちの１本に接続され、ＴＦＴ素子のドレインは複数本の映像信号線ＤＬのうちの１本に接
続される。また、ＴＦＴ素子のソースは、各画素に対して配置される画素電極ＰＸに接続
される。このとき、画素電極ＰＸは、液晶層ＬＣを介して対向する対向電極ＣＴとの間で
液晶容量Ｃlcを形成するとともに、第１の絶縁層ＰＡＳ１および第２の絶縁層ＰＡＳ２を
介して部分的に重なる保持容量線ＳｔＬとの間で保持容量Ｃstを形成している。またこの
とき、液晶容量Ｃlcは下記（式１）で表され、保持容量Ｃstは下記（式２）で表される。
そして、各画素の画素容量Ｃpixは、下記（式３）のように液晶容量Ｃlcと保持容量Ｃst

の合成容量で表される。
【０１１９】
【数１】

【０１２０】
　なお、（式１）および（式２）において、ε0は真空の誘電率である。また、（式１）
において、εlcは液晶層ＬＣの比誘電率、Ｓlcは平面でみた液晶層ＬＣの面積、ｄlcは液
晶層ＬＣの厚さである。また、（式２）において、εstは画素電極ＰＸと保持容量線Ｓｔ
Ｌの間の絶縁層ＰＡＳの比誘電率、Ｓstは平面でみた絶縁層ＰＡＳの面積、ｄstは絶縁層
ＰＡＳの厚さである。
【０１２１】
　従来の半透過型液晶表示パネルでは、たとえば、図２１および図２２に示したように、
各画素（サブ画素）の構成が同じであり、画素電極ＰＸの形状も等しい。そのため、各画
素の液晶容量は等しく、各画素の保持容量が一定になるようにすることで、各画素の画素
容量を一定にすることができる。
【０１２２】
　しかしながら、実施例１や実施例２の液晶表示パネルは、第１の画素のサブ画素の画素
電極ＰＸと第２の画素のサブ画素の画素電極ＰＸの形状が異なるので、通常、第１の画素
の液晶容量Ｃlc1と第２の画素の液晶容量Ｃlc2が異なる値になる。そのため、従来の半透
過型液晶表示パネルのように、各画素の保持容量を一定にすると、前記（式３）で表され
る第１の画素の画素容量と第２の画素の画素容量が異なる値になり、表示むらが発生する
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可能性が高い。
【０１２３】
　そこで、実施例１や実施例２の液晶表示パネルでは、第１の画素の液晶容量Ｃlc1と第
２の画素の液晶容量Ｃlc2の差に基づいて、第１の画素の画素容量Ｃpix1と第２の画素の
画素容量Ｃpix2の値がほぼ等しくなるように、第１の画素の保持容量Ｃst1と第２の画素
の保持容量Ｃst2の値を変えることが望ましい。
【０１２４】
　図１６は、本発明の液晶表示パネルの第１の画素の画素容量の求め方を説明するための
模式図である。図１７は、本発明の液晶表示パネルの第２の画素の画素容量の求め方を説
明するための模式図である。
【０１２５】
　第１の画素のように、透過表示領域ＷＴ１のみの画素の場合、液晶容量Ｃlc1および保
持容量Ｃst1の形成に関わる画素電極ＰＸ、共通電極ＣＴ、保持容量線ＳｔＬを取り出し
て模式的に示すと、図１６に示すような関係になっている。このとき、画素電極ＰＸと共
通電極ＣＴは平行に配置されているとし、両電極の間に介在する液晶層ＬＣの厚さをｄlc

1、両電極の平面でみて重なる領域の面積（両電極の間に介在する液晶層ＬＣの平面でみ
た面積）をＳlc1とする。また、画素電極ＰＸと保持容量線ＳｔＬも平行に配置されてい
るとし、画素電極ＰＸと保持容量線ＳｔＬの間に介在する絶縁層ＰＡＳの厚さをｄst1、
画素電極ＰＸと保持容量線ＳｔＬの平面でみて重なる領域の面積をＳst1とする。またこ
のとき、真空の誘電率をε0、液晶層ＬＣの比誘電率をεlc、画素電極と保持容量線の間
に介在する絶縁層の比誘電率をεstとすると、第１の画素のサブ画素の液晶容量Ｃlc1、
保持容量はＣst1、画素容量Ｃpix1はそれぞれ、下記（式４）から（式６）で表される。
【０１２６】
【数２】

【０１２７】
　また、第２の画素のように、反射表示領域ＷＲ２と透過表示領域ＷＴ２を有する画素の
場合、液晶容量Ｃlc1および保持容量Ｃst1の形成に関わる画素電極ＰＸ、共通電極ＣＴ、
保持容量線ＳｔＬを取り出して模式的に示すと、図１７に示すような関係になっている。
このとき、画素電極ＰＸと共通電極ＣＴは反射表示領域ＷＲ２および透過表示領域ＷＴ２
において平行であり、かつ、反射表示領域ＷＲ２における画素電極ＰＸと共通電極ＣＴと
の間の距離が透過表示領域ＷＴ２における画素電極ＰＸと共通電極ＣＴとの間の距離より
も近くなるように配置されている。また、両電極の間に介在する液晶層ＬＣの厚さのうち
、反射表示領域ＷＲ２における液晶層ＬＣの厚さをｄlc2r、透過表示領域ＷＴ２における
液晶層ＬＣの厚さをｄlc2tとする。また、両電極の平面でみて重なる領域の面積（両電極
の間に介在する液晶層ＬＣの平面でみた面積）のうち、反射表示領域ＷＲ２において重な
る領域の面積をＳlc2r、透過表示領域ＷＴ２において重なる領域の面積をＳlc2tとする。
また、画素電極ＰＸと保持容量線ＳｔＬも平行に配置されているとし、画素電極ＰＸと保
持容量線ＳｔＬの間に介在する絶縁層ＰＡＳの厚さをｄst2、画素電極ＰＸと保持容量線
ＳｔＬの平面でみて重なる領域の面積をＳst2とする。なお、保持容量線ＳｔＬは、透過
表示領域ＷＴ２において画素電極ＰＸと平面でみて重なるとする。またこのとき、真空の
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誘電率をε0、液晶層ＬＣの比誘電率をεlc、画素電極ＰＸと保持容量線ＳｔＬの間に介
在する絶縁層ＰＡＳの比誘電率をεstとすると、反射表示領域ＷＲ２の液晶容量Ｃlc2r、
透過表示領域ＷＴ２の液晶容量Ｃlc2t、第２の画素のサブ画素における液晶容量Ｃlc2、
保持容量Ｃst2、画素容量Ｃpix2はそれぞれ、下記（式７）から（式１１）で表される。
【０１２８】
【数３】

【０１２９】
　実施例１や実施例２の液晶表示パネルにおいて、第１の画素の液晶容量Ｃlc1および第
２の画素の液晶容量Ｃlc2は、液晶表示パネルの画素のサイズおよび液晶層ＬＣの厚さに
よって決まるので、これらの液晶容量を調整してＣpix1≒Ｃpix2にすることは難しい。そ
のため、Ｃpix1≒Ｃpix2にするには、第１の画素の保持容量Ｃst1と第２の画素の保持容
量Ｃst2の値を調整することが望ましい。このとき、第１の画素の保持容量Ｃst1と第２の
画素の保持容量Ｃst2の値を変える方法には種々の方法があるが、画素電極ＰＸと保持容
量線ＳｔＬの平面でみて重なる面積を変えるのがもっとも容易な方法である。画素電極Ｐ
Ｘと保持容量線ＳｔＬの平面でみて重なる面積を変えるには、画素電極ＰＸの寸法または
保持容量線ＳｔＬの寸法（幅）を変えればよい。
【０１３０】
　このように、第１の画素の保持容量Ｃst1と第２の画素の保持容量Ｃst2の値を調整して
、第１の画素の画素容量Ｃpix1と第２の画素の画素容量Ｃpix2をほぼ等しくすることで、
たとえば、画素容量の変動による画質むらを防ぐことができる。
【０１３１】
　なお、実施例４では、走査信号線ＧＬと並行して設けられた保持容量線ＳｔＬと画素電
極ＰＸの間で保持容量を形成する場合を例に挙げているが、これに限らず、走査信号線Ｇ
Ｌと画素電極ＰＸの間で保持容量を形成してもよいことはもちろんである。その場合は、
走査信号線ＧＬと画素電極ＰＸの平面でみて重なる領域の面積を変えることで、第１の画
素の保持容量Ｃst1と第２の画素の保持容量Ｃst2の値を調整すればよい。
【０１３２】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【０１３３】
　たとえば、実施例１や実施例２の液晶表示パネルは、第１の画素がｘ方向に並んだ第１
の画素列と第２の画素がｘ方向に並んだ第２の画素列がｙ方向に交互に配置されている。
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しかしながら、本発明の液晶表示パネルは、このような画素の配置に限定されるものでは
なく、たとえば、ある方向に並んだ複数個の画素に注目したときに、第１の画素と第２の
画素が交互に配置されていても、同様の効果が得られると考えられる。以下に、第１の画
素と第２の画素の配置に関する応用例について簡単に説明する。
【０１３４】
　図１８は、本発明による液晶表示パネルの第１の応用例を説明するための模式平面図で
ある。図１９は、本発明による液晶表示パネルの第２の応用例を説明するための模式平面
図である。なお、図１８および図１９はそれぞれ、図１に示した領域ＡＲ１を拡大して示
した模式平面図である。
【０１３５】
　実施例１および実施例２の液晶表示パネルは、第１の画素がｘ方向に並んだ第１の画素
列と第２の画素がｘ方向に並んだ第２の画素列がｙ方向に交互に配置されている。そして
、実施例１および実施例２では、走査信号線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬの延在方向をｘ
方向にし、映像信号線ＤＬの延在方向をｙ方向にしている。しかしながら、本発明の表示
パネルにおいて重要な点は、２つの隣接する画素に注目したときに、一方の画素は透過表
示領域のみを有する画素にし、他方の画素は反射表示領域と透過表示領域を有する画素に
する点である。このようにすることで、たとえば、透過表示領域は従来の半透過型液晶表
示パネルの透過表示領域と同等の表示品質を維持しながら、反射表示領域の表示品質を従
来のものよりも高くしている。
【０１３６】
　そのため、本発明の液晶表示パネルは、たとえば、図１８に示すように、第１の画素を
ｙ方向に複数個並べて配置した第１の画素列と、第２の画素をｙ方向に複数個並べて配置
した第２の画素列とが、ｘ方向に交互に配置されていてもよい。このとき、第１の画素お
よび第２の画素はともにｘ方向の寸法がＬＸでｙ方向の寸法がＬＹであることが望ましい
。この場合、ｘ方向は走査信号線ＧＬおよび保持容量線ＳｔＬの延在方向であり、ｙ方向
は映像信号線ＤＬの延在方向である。図１８に示したような配置の場合も、ｘ方向で隣接
する２つの画素に注目すれば、透過表示領域のみを有する第１の画素と、反射表示領域と
透過表示領域を有する第２の画素の組み合わせになっているので、実施例１や実施例２の
液晶表示パネルと同様の効果が得られると考えられる。
【０１３７】
　また、実施例１および実施例２の液晶表示パネルや、図１８に示した液晶表示パネルの
場合、ｘ方向またはｙ方向のいずれか一方の方向で隣接する２つの画素に注目したときに
は、第１の画素と第２の画素の組み合わせになっているが、他方の方向で隣接する２つの
画素は、第１の画素同士、または第２の画素同士である。しかしながら、本発明は、この
ような配置に限らず、たとえば、図１９に示すように、第１の画素と第２の画素が市松格
子状に配置されていてもよい。
【０１３８】
　図１９に示した液晶表示パネルの場合、ｘ方向に並べて配置された複数個の画素に注目
すると、第１の画素と第２の画素が交互に配置されている。また、ｙ方向に並べて配置さ
れた複数個の画素に注目した場合も、第１の画素と第２の画素が交互に配置されている。
このように、ｘ方向およびｙ方向のどちらの方向で隣接する２つの画素に注目したときに
も、第１の画素と第２の画素の組み合わせになるような配置でも、実施例１や実施例２の
液晶表示パネルと同様の効果が得られると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０１３９】
【図１】液晶表示パネルを観察者側からみた模式平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ’線における模式断面図である。
【図３】図１に示した領域ＡＲ１の拡大模式平面図である。
【図４】図３のＣ－Ｃ’線における模式断面図である。
【図５】図３のＤ－Ｄ’線における模式断面図である。
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【図６】実施例１の液晶表示パネルの効果を説明するための模式平面図である。
【図７】実施例１の液晶表示パネルの効果を説明するための模式平面図である。
【図８】実施例１の液晶表示パネルの第１の変形例を説明するための模式断面図である。
【図９】実施例１の液晶表示パネルの第２の変形例を説明するための模式断面図である。
【図１０】本発明による実施例２の液晶表示パネルの概略構成を示す模式平面図である。
【図１１】実施例２の液晶表示パネルの効果を説明するための模式平面図である。
【図１２】実施例２の液晶表示パネルの効果を説明するための模式平面図である。
【図１３】本発明の液晶表示パネルの第１の駆動方法の一例を説明するための模式図であ
る。
【図１４】本発明の液晶表示パネルの第２の駆動方法の一例を説明するための模式図であ
る。
【図１５】本発明の液晶表示パネルの１画素の回路構成を示す模式図である。
【図１６】本発明の液晶表示パネルの第１の画素の画素容量の求め方を説明するための模
式図である。
【図１７】本発明の液晶表示パネルの第２の画素の画素容量の求め方を説明するための模
式図である。
【図１８】本発明による液晶表示パネルの第１の応用例を説明するための模式平面図であ
る。
【図１９】本発明による液晶表示パネルの第２の応用例を説明するための模式平面図であ
る。
【図２０】従来の半透過型カラー液晶表示パネルにおける表示領域の角部周辺の画素の構
成を示す模式平面図である。
【図２１】図２０のＦ－Ｆ’線における模式断面図である。
【符号の説明】
【０１４０】
　１…ＴＦＴ基板
　２…対向基板
　３…液晶材料
　４…シール材
　ＳＵＢ１，ＳＵＢ２…ガラス基板
　ＧＬ…走査信号線
　ＳｔＬ…保持容量線
　ＤＬ…映像信号線
　ＳＣ…半導体層
　ＳＤ１…ドレイン電極
　ＳＤ２…ソース電極
　ＰＸ…画素電極
　ＲＥ…反射電極
　ＰＡＳ１…第１の絶縁層
　ＰＡＳ２…第２の絶縁層
　ＰＡＳ…絶縁層
　ＭＲ…段差形成層
　ＢＭ…ブラックマトリクス
　ＣＦ…カラーフィルタ
　ＯＣ…オーバーコート層
　ＣＴ…共通電極
　ＷＴ１…第１の画素の透過表示領域
　ＷＴ２…第２の画素の透過表示領域
　ＷＲ２…第２の画素の反射表示領域
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